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CDP水セキュリティ質問書 2023へようこそ 

 

 

W0.はじめに 

W0.1 

(W0.1) あなたの組織の概要および紹介文を記入してください。 

日本酸素ホールディングス株式会社(以降 NSHD)は、1910年に設立された日本酸素合資会社を

起源とする企業です。 その後、1918年に日本酸素株式会社に改称しました。 そして、2004

年に日本酸素株式会社と大陽東洋酸素株式会社が合併し、大陽日酸株式会社(以下 TNSC)とな

りました。 また、TNSCは、2014年に株式会社三菱ケミカルホールディングスの連結子会社

となりました。 一方、2018年には、Nippon Gases Euro-Holding S.L.U.等を通じて、Praxair

社の欧州事業の一部を運営する法人の株式を取得すると共に、2019年に、Matheson Tri-Gas, 

Inc.を通じて Linde Gas North America LLCの HyCO事業の一部並びに関連資産を買収し、

2020年 10月 1日付で NSHDは持株会社体制へ移行しました。化学業界に分類されている

NSHDの主要事業は、代表的な産業ガスである酸素、窒素、アルゴンの製造、販売であり、そ

の他の産業ガスとして二酸化炭素、水素、ヘリウム、LPガス、半導体用特殊ガス等の製造、

販売をしています。 NSHDは、世界中で合計 19,579名（2023年 3月 31日時点）を雇用す

る、206の連結会社で構成されています。 前中期経営計画「Ortus Stage 2」では FYE2018 か

ら FYE2021までの期間中に「欧州事業、米国 HyCO事業の獲得によるプレゼンス拡大および

グローバリゼーションの進展」「東アジアでのエレクトロニクス向け特殊ガス事業の拡大」

「米国、アジアでの生産能力拡充、事業拡大」という成果を上げ、2020 年 10 月に「純粋持株

会社体制」へ移行し、2026 年 3 月期を最終年度とする『NS Vision 2026～Enabling the Future

～』を策定しました。『NS Vision 2026』は「グローバル 4 極＋サーモス」という事業運営体

制のもと、財務ＫＰＩ目標に加え、非財務ＫＰＩ目標も新たに定め、５つの重点戦略（サステ

ナビリティ経営の推進、脱炭素社会に向けた新事業の探求、エレクトロニクス事業の拡大、オ

ペレーショナル・エクセレンスの追求、新しい価値創出へとつながる DX 戦略）によりグルー

プ総合力の強化と成長を目指します。 

W-CH0.1a 

(W-CH0.1a) あなたの組織が従事しているのは、化学品セクターのどの活動ですか? 

バルク無機化学品 
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W0.2 

(W0.2) データの報告年の開始日と終了日を入力してください。 

 開始日 終了日 

報告年 4月 1, 2022 3月 31, 2023 

W0.3 

(W0.3) 貴社が操業する国/地域を選択してください。 

オーストラリア 

ベルギー 

カナダ 

中国 

デンマーク 

フランス 

ドイツ 

インド 

インドネシア 

アイルランド 

イタリア 

日本 

マレーシア 

ミャンマー 

オランダ 

ノルウェー 

フィリピン 

ポーランド 

ポルトガル 

大韓民国 

サウジアラビア 

シンガポール 

スペイン 

スウェーデン 

台湾、中国 

タイ 

グレート・ブリテンおよび北アイルランド連合王国(英国) 

米国 

ベトナム 
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W0.4 

(W0.4) 回答全体を通じて財務情報の開示に使用する通貨を選択してください。 

日本円(JPY) 

W0.5 

(W0.5) あなたの組織の事業への水の影響の報告にあたり、対象となる企業、事業体、グル

ープの報告バウンダリ(境界)として最も当てはまるものを選択してください。 

財務管理下にある企業、事業体、またはグループ 

W0.6 

(W0.6) このバウンダリで、本情報開示から除外される地域、施設、水に関する側面、その

他の事項はありますか? 

いいえ 

W0.7 

(W0.7) 貴社は、ISINコードまたはその他の一意の識別子(Ticker、CUSIPなど)を持ってい

ますか。 

貴社の固有 IDを提示できるかどうかについて示してください。 貴社の固有 IDを提示します 

はい、ティッカーシンボル 4091 

W1.現在の状況 

W1.1 

(W1.1) あなたの組織の事業成功のためには、水質と水量はどの程度重要ですか?(現在およ

び将来の)重要度をお答えください。 

 直接

利用

の重

要度

評価 

間接

利用

の重

要度

評価 

説明してください 

十分な量の良

質の淡水を利

用できること 

重要 全く

重要

では

ない 

◆直接操業での主な用途◆ 

産業ガスの製造プロセスでは、回転機などに組み込まれた熱交換器

（さまざまな製造工場の構成機器）の冷却水として使用します。 

◆間接操業において淡水の利用が重要でない理由◆ 

我々の産業のサプライチェーンにおいて、水を主に使用するのは
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NSHDが担っている製造段階に限定されており、上流、下流、及び製

品の使用段階において水が使用されることはないため、間接使用にお

ける淡水の質と量は全く重要ではないと判断しています。上流段階に

おいては、産業ガスの原料である空気を大気中から獲得しているた

め、供給者は存在していません。下流段階においては、製品の供給方

法はローリー車による運搬 (液体) 、ボンベなどの容器の運搬（気

体）、及び、パイプラインによる供給（気体）の 3種類に分類されま

す。供給された製品 (液体及び気体の双方) が消費される段階において

水が使用されることは殆どありません。尚、NSHDの場合、産業ガス

の生産段階における取水量の合計値は、NSHDグループ全体の総取水

量の 90％に該当します。 

◆直接操業において淡水の利用が重要である理由◆ 

製造原単位の悪化を防ぐために十分な淡水を利用できることは重要で

あると考えています。熱交換器を十分に冷却することができなけれ

ば、交換器から出る産業ガスの温度は高くなり、産業（気体）の密度

が小さくなることによって、製造原単位が悪化します。また、地球温

暖化が進み平均気温の上昇によって、冷却水の水温も上昇することが

予想されるため、今後ますます重要な要素になると考えています。水

の依存度は直接操業、間接操業ともに将来的に変化しないと考えてお

ります。 

十分な量のリ

サイクル水、

汽水、随伴水

を利用できる

こと 

全く

重要

では

ない 

全く

重要

では

ない 

◆直接操業での主な用途◆ 

産業ガスの製造プロセスでは、回転機などに組み込まれた熱交換器

（さまざまな製造工場の構成機器）の冷却水として使用します。 

◆間接操業において淡水の利用が重要でない理由◆ 

我々の産業のサプライチェーンにおいて、水を主に使用するのは

NSHDが担っている製造段階に限定されており、上流、下流、及び製

品の使用段階において水が使用されることはないため、間接使用にお

ける淡水の質と量は全く重要ではないと判断しています。上流段階に

おいては、産業ガスの原料である空気を大気中から獲得しているた

め、供給者は存在していません。下流段階においては、製品の供給方

法はローリー車による運搬 (液体) 、ボンベなどの容器の運搬（気

体）、及び、パイプラインによる供給（気体）の 3種類に分類されま

す。供給された製品 (液体及び気体の双方) が消費される段階において

水が使用されることは殆どありません。尚、NSHDの場合、産業ガス

の生産段階における取水量の合計値は、NSHDグループ全体の総取水

量の 90％に該当します。 

◆直接操業において淡水の利用が重要である理由◆ 

製造原単位の悪化を防ぐために十分な淡水を利用できることは重要で

あると考えています。熱交換器を十分に冷却することができなけれ

ば、交換器から出る産業ガスの温度は高くなり、産業（気体）の密度
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が小さくなることによって、製造原単位が悪化します。また、地球温

暖化が進み平均気温の上昇によって、冷却水の水温も上昇することが

予想されるため、今後ますます重要な要素になると考えています。水

の依存度は直接操業、間接操業ともに将来的に変化しないと考えてお

ります。 

W1.2 

(W1.2) 水に関する以下の側面について、あなたの組織の事業全体でどの程度の割合を定期

的に測定・モニタリングしていますか? 

 操業地/

施設/事

業の比

率(%) 

測

定

頻

度 

測定方法 説明してください 

取水量 – 総量 100% 常

時 

取水量は通常、流量計を使用し

て測定されます。 

製造プロセスにおける水の重要性 

(冷却) を考慮して、自動測定装置を

使用するなど、製造施設の 100％で

記録しています。月次集計はサイト

の管理者に報告され、製造業界のさ

まざまなパフォーマンス特性を評価

するために使用されます。月に一

回、自動測定装置のデータを確認、

モニタリングを行っております。 

取水量 – 水源別

の量 

100% 常

時 

取水量は通常、流量計を使用し

て測定されます。 

地方自治体の水源から供給される水

は、自動化された機器を使用して常

に監視され、ライセンス要件と水の

使用量を確認します。大量の地下水

と地表水が使用されている施設での

水の使用効率を評価するためのモニ

タリングも継続中です。月次集計は

サイト管理者に報告され、製造業界

のさまざまなパフォーマンス特性を

評価するために使用されます。 

取水の水質 100% 常

時 

濁度、硬度、pHなどの取水の

水質のパラメーターは、安定し

た操作と製品品質にとって重要

であるため、地表水または地下

水を使用するすべての施設で自

動装置を設置したり、サンプリ

各製造拠点において、1回/月の頻度

で、集計し、異常値の無いことを確

認しています。第三者から供給され

る水に関しては、水質は通常安定し

ているため、私たちは自分で水質を

測定しません。代わりに、供給者か
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ングしたりすることで常時かつ

継続的に監視しています。 

ら取得したデータを使用して、通常

は月に 1回定期的に監視します。供

給者は、供給される水の品質を絶え

ず自動的に測定します。測定結果か

ら水質の異常を検出した場合は、す

ぐに連絡する必要があります。した

がって、この間接的な監視を含め

て、NSHDは取水して業務に使用す

るすべての水の品質を事実上、常時

監視しています。 

排水量 – 総量 100% 毎

月 

事業所では排水が連続的ではな

いため、流量計のような計器で

排水量測定は困難です。代表的

な生産工場で、取水量と排水量

の挙動をテスト的に計測した結

果、次のような計算式が確認さ

れました。 

排水量＝(1/3) × 取水量 (常時測

定) 

NSHDは総排水量の内 83％が測定

されています。計測していない事業

所の特徴は、排水経路が、配管では

なくピット (溝) であることです。

NSHDは、外部機関と相談の上、こ

の計算式を【排水量を計測していな

い事業所】に採用し、排水量を計算

しています。これらの排水の計算頻

度は、1回/月程度です。そして、

FYE2022の全事業所の 78%は既存

の下水道に排水しており、河川・湖

沼等に直接排出しているのは 10%、

地下水、海に直接排出しているのは

それぞれ 1％でした。一方、欧州・

HyCO等については、排水量の実測

が自動的に行われています。欧州・

HyCO等は、排水経路が配管等とな

っており、排水は連続的ではないも

のの、流量計による計測が容易であ

るため、常時モニタリングしていま

す。上記の排水量の実測をしていな

い事業所のデータと併せて、1回/月

程度の頻度で集計しています。 

排水 – 放流先別

排水量 

100% 毎

月 

事業所では排水が断続的であ

り、連続的ではないため、流量

計のような計器で排水量測定は

困難です。このため、代表的な

生産工場で、取水量と排水量の

挙動をテスト的に計測した結

果、次のような計算式が確認さ

NSHDは総排水量の内 83％が測定

されています。計測していない事業

所の特徴は、排水経路が、配管では

なくピット (溝) であることです。

NSHDは、外部機関と相談の上、こ

の計算式を【排水量を計測していな

い事業所】に採用し、排水量を計算
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れました。 

排水量＝(1/3) × 取水量 (常時測

定) 

しています。これらの排水の計算頻

度は、1回/月程度です。そして、

FYE2022の全事業所の 78%は既存

の下水道に排水しており、河川・湖

沼等に直接排出しているのは 10%、

地下水、海に直接排出しているのは

それぞれ 1％でした。一方、欧州・

HyCO等については、排水量の実測

が自動的に行われています。欧州・

HyCO等は、排水経路が配管等とな

っており、排水は連続的ではないも

のの、流量計による計測が容易であ

るため、常時モニタリングしていま

す。上記の排水量の実測をしていな

い事業所のデータと併せて、1回/月

程度の頻度で集計しています。 

排水 – 処理方法

別排水量 

関連性

がない 

  NSHDは、淡水の汚染に繋がるよう

な工程が存在しないことから、活性

汚泥法などの処理設備を持つ必要が

ないため、トリートメントメソッド

が存在しません。具体的に、NSHD

が取水した全ての淡水は、冷却塔に

供給された後、水ポンプにより、回

転機の構成機器である熱交換器に冷

媒として供給されます。熱交換器で

熱交換を行った後、暖められた淡水

は、冷却塔に戻ると同時に、大気の

温度と同等の温度に冷却されます。

冷却塔で冷却された淡水は再び水ポ

ンプによって熱交換器に供給され、

前記と同じ経路で冷却塔に戻りま

す。従って、NSHDの淡水の用途は

循環型であり、水質を悪化させる要

因は殆どありません。尚、冷却塔で

は、熱交換器から戻ってきた淡水が

高温であるため、一部が大気に蒸発

するとともに、冷却塔に備え付けら

れている大型の送風用プロペラの影

響で飛沫となって、大気に放出され

ます。このため、淡水は冷却塔を中
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心とした循環を繰り返す度に、徐々

に減少すると共に、蒸発による濃縮

も同時に起こります。このように今

後も事業内容に大きな変化はないた

め、現在の状況は変化ないと考えて

います。 

排水の質 – 標準

的排水基準別 

100% 毎

月 

公共下水道に放流する場合も冷

却塔内部の淡水をサンプリング

し、第三者機関に分析を依頼し

ており、同様に少なくとも 1回/

月の頻度で行われています。 

我々は、排水ではなく、冷却塔の内

部に存在する水槽において淡水の成

分を測定しています。廃水時に、排

水の成分を管理するよりも、冷却塔

内部の水槽の淡水の成分を管理する

ことが、現実的だからです。NSHD

の場合、冷却塔を中心とした淡水循

環システムであるため、冷却塔から

排水される淡水は、断続的であり、

常に排水されることはありません。

一方、冷却塔から排出される淡水

は、冷却塔の内部の水槽から直接排

水されます。これが、排水の水質管

理に対して、水槽内部の水質管理が

有効であるという理由です。少なく

とも 1回/月の頻度で、冷却塔内部

の淡水をサンプリングし、COD、総

窒素、および公共用水域への廃水の

監視対象エリアに含まれるその他規

制パラメータについて第三者機関へ

分析を依頼することでモニタリング

しています。NSHDの場合、公共用

水域へ直接排水を行う事業所は、ほ

とんど無く、78％以上の事業所は、

公共下水道等に排水しています。 

排水の質 - 水へ

の排出(硝酸

塩、リン酸塩、

殺虫剤、その他

の優先有害物

質) 

100% 毎

月 

流量計で測定ております。硝酸

塩やリン酸塩等の有害物質は水

をサンプリングし、測定業者に

て排水の質をモニタリングして

います。 

我々は、排水ではなく、冷却塔の内

部に存在する水槽において淡水の成

分を測定しています。廃水時に、排

水の成分を管理するよりも、冷却塔

内部の水槽の淡水の成分を管理する

ことが、現実的だからです。NSHD

の場合、冷却塔を中心とした淡水循

環システムであるため、冷却塔から

排水される淡水は、断続的であり、
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常に排水されることはありません。

一方、冷却塔から排出される淡水

は、冷却塔の内部の水槽から直接排

水されます。これが、排水の水質管

理に対して、水槽内部の水質管理が

有効であるという理由です。少なく

とも 1回/月の頻度で、冷却塔内部

の淡水をサンプリングし、COD、総

窒素、および公共用水域への廃水の

監視対象エリアに含まれるその他規

制パラメータについて第三者機関へ

分析を依頼することでモニタリング

しています。NSHDの場合、公共用

水域へ直接排水を行う事業所はほと

んど無く、80％以上の事業所は、公

共下水道等に排水しています。 

排水の質 – 温度 100% 常

時 

水槽内部に設置している自動測

定装置を使用して温度を常時監

視しています。 

我々は、排水ではなく、冷却塔の内

部に存在する水槽の淡水の温度を測

定しています。廃水時に、排水の温

度を管理するよりも、冷却塔内部の

水槽の淡水の温度を管理すること

が、望ましいです。NSHDの場合、

冷却塔を中心とした淡水循環システ

ムであるため、冷却塔から排水され

る淡水は、断続的であり、常に排水

されることはありません。一方、冷

却塔から排出される淡水は、冷却塔

の内部の水槽から直接排水されま

す。これが、排水の水質管理に対し

て、水槽内部の水温管理が有効であ

るという理由です。一方、NSHDの

場合、公共用水域へ直接排水を行う

事業所は、ほとんど無く、78％以上

は、既存の下水道等に排水していま

すが、水槽内部に設置している自動

測定装置による温度の常時監視が行

われています。 

水消費量 – 総量 100% 毎

月 

事業所では排水が連続的ではな

いため、流量計のような計器で

排水量測定は困難です。代表的

NSHDは、外部機関と相談の上、こ

の計算式を【排水量を計測していな

い事業所】に採用し、排水量を計算
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な生産工場で、取水量と排水量

の挙動をテスト的に計測した結

果、次のような計算式が確認さ

れました。 

排水量＝(1/3) × 取水量 (常時測

定) 

しています。これらの排水の計算頻

度は、1回/月程度です。そして、

FYE2022全排水量の 78%は既存の

下水道であり、河川・湖沼等に直接

排出しているのは 10%、地下水、海

に直接排出しているのはそれぞれ

1％でした。一方、欧州・HyCO等

については、排水量の実測が自動的

に行われています。欧州・HyCO等

は、排水経路が配管等となってお

り、排水は連続的ではないものの、

流量計による計測が容易であるた

め、常時モニタリングしています。

上記の排水量の実測をしていない事

業所のデータと併せて、1回/月程度

の頻度で集計しています。 

使用状況は毎月集計され、異常を特

定します。排水量が少なく、常時測

定されていない場合（オフィスな

ど）は、取水量と排水量は同じとみ

なし、消費水量を 0とします。 

リサイクル水/

再利用水 

100% 毎

月 

便宜的に二つのファクターの監

視を重視しています。一つ目

は、過去の取水量の挙動と実際

の取水量を比較することです。

二つ目は、濃縮度の挙動を観察

することです。この二つのファ

クターからリサイクル量が適正

範囲に維持されているかどうか

を判断し、モニタリングを実施

しています。従って、我々が実

施している取水量と濃縮度の挙

動データを蓄積していくことが

とても重要です。 

NSHDの淡水の用途は、冷却塔を中

心とした冷却水循環システムのみで

あるため、この冷却水循環システム

を構成する施設は全て、淡水のリサ

イクル施設に該当します。水の利用

効率を改善するために、将来、水の

回収とリサイクルを増やすための取

り組みが行われます。しかし、リサ

イクル量を正確に把握するのは、極

めて困難です。その理由は、気温に

よって変動する蒸発量と飛沫量の定

量的把握が極めて困難だからです。

データは、1回/月程度の頻度で集計

しています。将来的には、濃縮度の

上昇の度合いを緩やかにするために

注入している薬剤の種類や頻度の最

適化を図り、結果として取水量が減

少する活動を進めて行くことが重要

と考えています。 
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完全に管理され

た上下水道・衛

生（WASH）サ

ービスを全従業

員に提供 

100% 毎

年 

すべての事業所に安全な水と衛

生設備が常にあります。安全な

水と衛生施設の状態は従業員の

健康管理パフォーマンスの監視

を通じて毎年監視および報告さ

れます。 

安全な水は第三者から供給され, 

第三者がその水の安全性を常時監視

しています。第三者が監視している

データに問題がある場合、第三者は

直ちに安全な水の供給を停止すると

共に、その事実を我々に報告するこ

とになっています。 

W1.2b 

(W1.2b) 貴社の事業全体で、取水、排水、消費した水の合計量、前報告年比、また今後予

測される変化についてご記載ください。 

 量(メガ

リットル

/年) 

前報

告年

との

比較 

前報告

年との

変化/無

変化の

主な理

由 

5年

間

の

予

測 

将来

予測

の主

な根

拠 

説明してください 

総

取

水

量 

44,952 ほぼ

同じ 

事業活

動の拡

大/縮小 

少

な

い 

効率

性の

向上/

低下 

【前年度比較について】 

NSHDは、水量の変更について以下の基準を使用し、変

化を評価しています。 

偏差±5％＝ほぼ同じ、±5-10％＝高い／低い、±10％以上

＝大幅に高い／低い。 

 

FYE2022では、取水量は 45,911MLでしたが、報告年度

では、44,952MLとなりました。約２％の減少であるた

め、前年度比「ほぼ同じ」と評価しています。変化の主

な理由は工業ガスの生産量が FYEE2022から安定した

上、取水削減活動の結果だと考えいます。 

 

今後は、NSHDの節水活動により、取水量が減ると予想

しています。 

総

排

水

量 

28,518 ほぼ

同じ 

事業活

動の拡

大/縮小 

ほ

ぼ

同

じ 

効率

性の

向上/

低下 

【前年度比較について】 

NSHDは、水量の変更について以下の基準を使用し、変

化を評価しています。 

偏差±5％＝ほぼ同じ、±5-10％＝高い／低い、±10％以上

＝大幅に高い／低い。 

 

FYE2022では、排水量は 29,885MLでしたが、FYE2023

では、28,518MLとなりました。約 5％の減少であるた



Nippon Sanso Holdings Corporation CDP水セキュリティ質問書 2023 2023年 7

月 25日  

 

12 
 

め、前年度比「ほぼ同じ」と評価しています。この主な

理由は大気への水の蒸発量が増えて、排水へ回る水の量

が減少し、総排水量が減少したことが考えられます。 

 

今後は、水の用途は大きく変わらないので、排水量はほ

ぼ同じ量で推移することが考えられます。 

総

消

費

量 

16,434 ほぼ

同じ 

事業活

動の拡

大/縮小 

ほ

ぼ

同

じ 

効率

性の

向上/

低下 

【前年度比較について】 

NSHDは、水量の変更について以下の基準を使用し、変

化を評価しています。 

偏差±5％＝ほぼ同じ、±5-10％＝高い／低い、±10％以上

＝大幅に高い／低い。 

 

FYE2022は、総消費量は 16,026MLでしたが、FYE2023

では、16,434MLとなりました。約 3％の増加であるた

め、前年度比「ほぼ同じ」と評価しています。この主な

理由は事業活動の特徴で、生産工場における水の消費

は、主にクーリングタワーにおける水の蒸発によるもの

からです。 

 

今後は、水の用途は大きく変わらないので、消費量はほ

ぼ同じ量で推移することが考えられます。 

W1.2d 

(W1.2d) 水ストレスのある地域から取水を行っていますか。また、その割合、前報告年

比、今後予測される変化はどのようなものですか。 

 取水

は水

スト

レス

下に

ある

地域

から

のも

ので

す 

水ス

トレ

ス下

にあ

る地

域か

らの

取水

の割

合 

前

報

告

年

と

の

比

較 

前報

告年

との

変化

/無

変化

の主

な理

由 

5

年

間

の

予

測 

将

来

予

測

の

主

な

根

拠 

確認に使ったツー

ル 

説明してください 

行

1 

はい 1～

10 

ほ

ぼ

事業

活動

の拡

少

な

い 

効

率

性

世界資源研究所

(WRI)が発表したア

キダクト

FYE2023は、WRI Aqueductの

【Aqueduct Water Risk Atlas】を使用し

て、NSHDの全取水量の 99％に相当する
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同

じ 

大/

縮小 

の

向

上/

低

下 

（AQUEDUCT 

（水管、送水

路）） 

事業所の水ストレスをスクリーニングし

ました。WRI Aqueductを選択した最大

の理由は、使いやすさです。水リスク評

価は、世界中の各生産拠点で、担当者が

独自に実施する必要があります。WRI 

Aqueductでは、リスクレベル自体は５段

階に分けられており、０は low risk、５

は extremely high となっています。130

拠点のストレスを調査し、水リスクが高

い生産拠点において、サイトの取水量を

把握し、ヒアリングを行っています。日

本における水リスクが「extremely 

high」となっている拠点を確認できませ

んでしたが、海外の拠点を調査した結

果、全体的に「high」となっている水リ

スクがある拠点は 16でした。 

自らの地域の特性を自ら理解しなければ

ならないからです。当然、誰にでも簡単

に使えるというファクターは、とても重

要です。 

 

これにより、16のサイトが潜在的に水リ

スクにさらされていると特定されまし

た。 

 

これらの 16サイトを地域別に分類する

と、次のようになりました。 

米国で 5サイト； 

Albuquerque、Irving、Masa、Odessa、

Vernon 

 

欧州で７サイト； 

Pint、Lommel、Ravenna、Pontinia、

San Salvo、Castelnuovo、Rapolano 

 

アジア・オセアニアで 3サイト； 

Chakan、Lamphun 5、Lamphun 6 

 

尚、この 16ヶ所のサイトの取水量は、

全取水量の 4％に相当します。 
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そして、取水量の規模と、独自の

Physical Risks Quantityの評価、現地へ

のヒアリング結果など総合的に判断した

結果、水ストレスのリスクがあると評価

された地域は特に見つかりませんでし

た。 

W1.2h 

(W1.2h) 水源別の総取水量をお答えください。 

 事業への関連

性

(relevance) 

量(メガ

リット

ル/年) 

前

報

告

年

と

の

比

較 

前報

告年

との

変化/

無変

化の

主な

理由 

説明してください 

淡水の地

表水(雨

水、湿地

帯の水、

河川、湖

水を含む) 

関連する 24,440 ほ

ぼ

同

じ 

効率

性の

向上/

低下 

【前年度比較について】 

NSHDは、水量の変更について以下の基準を使用

し、変化を評価しています。 

偏差±5％＝ほぼ同じ、±5-10％＝高い／低い、

±10％以上＝大幅に高い／低い。 

 

FYE2023の地表水の使用量は 24,440ML、

FYE2022は 25,582MLと 4.5%減少しました。 

汽水の地

表水/海水 

関連性がない    NSHDは FYE2020から世界中の全ての事業所にお

いて海水や汽水を全く使用していません。尚、海

水や汽水を全く使用しないというトレンドは今後

も変わらずに続いていくと予想されます。何故な

ら、我々は海水や汽水を使用することがないから

です。 

地下水 - 

再生可能 

関連する 2,366 大

幅

に

少

な

い 

効率

性の

向上/

低下 

【前年度比較について】 

NSHDは、水量の変更について以下の基準を使用

し、変化を評価しています。 

偏差±5％＝ほぼ同じ、±5-10％＝高い／低い、

±10％以上＝大幅に高い／低い。 

 

FYE2023の地下水の使用量は 2,366ML、FYE2022

は 2,710MLと 12.7%減少しました。 
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地下水 - 

非再生可

能 

関連性がない    我々のプラントは大規模な水利用を前提としてい

ないものの、持続可能性の観点からこのような非

循環水資源に依存していません。調査は再生可能

地下水と別に実施されたわけではありませんが、

現在は使用されておらず今後も使用されるべきで

はないと考えています。 

随伴水/混

入水 

関連性がない    我々のプラントでは安定操業の必要性から水質の

安定した淡水の利用が不可欠であり、現在清算水

の利用は一般的とは言えず、将来的にも利用され

るべきではないと考えています。しかし、現在で

も干ばつが発生した場合に、水ストレス地域にあ

る施設が一時的に淡水を受け入れる可能性を否定

できません。これは将来淡水が絶えず枯渇する可

能性があるため、この水を効果的に利用する必要

があることを示しています。 

第三者の

水源 

関連する 18,146 ほ

ぼ

同

じ 

事業

活動

の拡

大/縮

小 

【前年度比較について】 

NSHDは、水量の変更について以下の基準を使用

し、変化を評価しています。 

偏差±5％＝ほぼ同じ、±5-10％＝高い／低い、

±10％以上＝大幅に高い／低い。 

 

FYE2023の第三者の水源の使用量は 18,146ML、

FYE2022は 17,619MLと 3.0%増加しました。

FYE2023から米国の Continental Carbonic 

Products, Inc.及び Western International Gas & 

Cylinders, Inc.を集計範囲に追加したため、754ML

増加しました。、それが影響しています。 

W1.2i 

(W1.2i) 放流先別の総排水量をお答えください。 

 事業への関連

性(relevance) 

量(メガ

リット

ル/年) 

前報

告年

との

比較 

前報告

年との

変化/無

変化の

主な理

由 

説明してください 
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淡水

の地

表水 

関連する 21,815 少な

い 

効率性

の向上/

低下 

【前年度比較について】 

NSHDは、水量の変更について以下の基準を使用

し、変化を評価しています。 

偏差±5％＝ほぼ同じ、±5-10％＝高い／低い、±10％

以上＝大幅に高い／低い。 

 

FYE2023の淡水の地表水への排水量は 21,815ML、

FYE2022は 23,685MLと 7.9%減少しました。 

汽水

の地

表水

/海

水 

関連する 64 ほぼ

同じ 

事業活

動の拡

大/縮小 

【前年度比較について】 

NSHDは、水量の変更について以下の基準を使用

し、変化を評価しています。 

偏差±5％＝ほぼ同じ、±5-10％＝高い／低い、±10％

以上＝大幅に高い／低い。 

 

FYE2023の汽水の地表水／海水への排水量は

64ML、FYE2022は 62MLと 2.2%増加しました。 

地下

水 

関連する 134 大幅

に少

ない 

効率性

の向上/

低下 

【前年度比較について】 

NSHDは、水量の変更について以下の基準を使用

し、変化を評価しています。 

偏差±5％＝ほぼ同じ、±5-10％＝高い／低い、±10％

以上＝大幅に高い／低い。 

 

FYE2023の地下水への排水量は 134ML、FYE2022

は 154MLと 12.9%減少しました。 

第三

者の

放流

先 

関連する 6,504 多い 事業活

動の拡

大/縮小 

【前年度比較について】 

NSHDは、水量の変更について以下の基準を使用

し、変化を評価しています。 

偏差±5％＝ほぼ同じ、±5-10％＝高い／低い、±10％

以上＝大幅に高い／低い。 

FYE2023の第三者の放流先への排水量は 6,504ML、

FYE2022は 5,983MLであり、8.7%増加しました。

FYE2023から米国の Continental Carbonic Products, 

Inc.及び Western International Gas & Cylinders, Inc.を

集計範囲に追加したため、471ML増加しました。そ

れが影響しています。 

W1.2k 

(W1.2k) 報告年における硝酸塩、リン酸塩、殺虫剤、およびその他の優先有害物質の水域へ

の貴社の排出量について具体的にお答えください。 
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 報告年の

水域への

排出量(メ

ートルト

ン) 

含まれ

る物質

のカテ

ゴリー 

説明してください 

行

1 

3 硝酸塩 

リン酸

塩 

NSHDは主に間接冷却で水を使用しているため、水質への負担は大きくな

いと考えております。一部の日本子会社および太陽日本のうち、排水に含

まれる有害物質（リン酸塩、硝酸塩等）の濃度規制が適用されている事業

所は５事業所です。その５事業全体での有害物質排出量はそれぞれ１トン

未満です。硝酸性窒素は脱膣層において、嫌気性微生物により窒素と酸素

に分解され、pH5.8～8.6に調整されて海水に排出しています。 

W1.3 

(W1.3) 貴社の総取水効率の数値を記入してください。 

 売上 総取水量

(メガリ

ットル) 

総取水量効率 予測される将来の傾向 

行

1 

1,187,000,000 44,952 26,405.9441181705 産業ガスの製造プロセス (直接使用) では、次の

ような目的で淡水が必要です。回転機などに組

み込まれた熱交換器（さまざまな製造工場の構

成機器）の冷却水として使用します。結果とし

て、工業ガスの生産量と総取水量には完全なる

比例関係にあります。従いまして、売上高が増

加すれば、総取水量も比例して増加するため、

総取水効率は一定を示すと考えられます。 

W-CH1.3 

(W-CH1.3) あなたの組織では、化学品セクターにおける事業活動の水集約度を測定してい

ますか? 

はい 

W-CH1.3a 

(W-CH1.3a) 製品重量/容量でみたあなたの組織の上位 5製品について、化学品セクターで

のあなたの組織の活動に関連する以下の水集約度情報をご提供ください。 

 

製品の種類 
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バルク無機化学品 

製品名 

酸素 

水原単位の値(m3/分母) 

0.93 

分子： 水に関する側面 

淡水取水量 

分母 

その他、具体的にお答えください 

KNm3 

前報告年との比較 

ほぼ同じ 

説明してください 

FYE2023の酸素の水原単位は 0.9であり、FYE2022の酸素の水原単位は 0.9でした。

水原単位の計算は、【酸素の製造に要した取水量(m3) ÷ 酸素の製造量 (kNm3)】で定義

しています。従って、酸素を 1.0kNm3製造するのに必要とする淡水の量が 0.9m3とい

う意味になります。水の使用量は基本的に製品流量と比例します。原単位の数値が前年

度と同じということは、水に対する生産効率に大きな変化がない、すなわち順調に生産

活動が行えたことがわかります。 

水原単位は、取水量の削減のための戦略的な指標として活用することが可能です。 

従って、製造事業所において、この水原単位を KPI (Key Performance Indicator) として

モニタリングし、取水量の削減などに活用することが望ましいです。 

 

製品の種類 

バルク無機化学品 

製品名 

窒素 

水原単位の値(m3/分母) 

2.3 

分子： 水に関する側面 

淡水取水量 

分母 

その他、具体的にお答えください 

KNm3 
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前報告年との比較 

ほぼ同じ 

説明してください 

FYE2023の窒素の水原単位は 2.3で、FYE2022の窒素の水原単位は 2.5でした。水原

単位の計算は、【窒素の製造に要した取水量(m3) ÷ 窒素の製造量 (kNm3)】で定義して

います。従って、窒素を 1.0kNm3製造するのに必要とする淡水の量が 2.3m3という意

味になります。水の使用量は基本的に製品流量と比例します。原単位の数値が前年度と

ほぼ同じということは、水に対する生産効率に大きな変化がない、すなわち順調に生産

活動が行えたことがわかります。 水原単位は、取水量の削減のための戦略的な指標と

して活用することが可能です。 

従って、製造事業所において、この水原単位を KPI (Key Performance Indicator) として

モニタリングし、取水量の削減などに活用することが望ましいです。 

 

製品の種類 

バルク無機化学品 

製品名 

アルゴン 

水原単位の値(m3/分母) 

1.2 

分子： 水に関する側面 

淡水取水量 

分母 

その他、具体的にお答えください 

KNm3 

前報告年との比較 

ほぼ同じ 

説明してください 

FYE2023のアルゴンの水原単位は 1.2で、FYE2022のアルゴンの水原単位は 1.2でし

た。水原単位の計算は、【アルゴンの製造に要した取水量(m3) ÷ アルゴンの製造量 

(kNm3)】で定義しています。従って、アルゴンを 1kNm3製造するのに必要とする淡水

の量が 1.2m3という意味になります。水の使用量は基本的に製品流量と比例します。

原単位の数値が前年度と同じということは、水に対する生産効率に大きな変化がない、

すなわち順調に生産活動が行えたことがわかります。 水原単位は、取水量の削減のた

めの戦略的な指標として活用することが可能です。 従って、製造事業所において、こ
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の水原単位を KPI (Key Performance Indicator) としてモニタリングし、取水量の削減な

どに活用することが望ましいです。 

 

製品の種類 

バルク無機化学品 

製品名 

水素 

水原単位の値(m3/分母) 

2.3 

分子： 水に関する側面 

淡水取水量 

分母 

その他、具体的にお答えください 

KNm3 

前報告年との比較 

ほぼ同じ 

説明してください 

FYE2023の水素の水原単位は 2.3で、FYE2022の水素の水原単位は 2.1でした。水原

単位の計算は、【水素の製造に要した取水量(m3) ÷ 水素の製造量 (kNm3)】で定義して

います。従って、水素を 1kNm3製造するのに必要とする淡水の量が 2.3m3という意味

になります。水の使用量は基本的に製品流量と比例します。原単位の数値が前年度と同

じということは、水に対する生産効率に大きな変化がない、すなわち順調に生産活動が

行えたことがわかります。 水原単位は、取水量の削減のための戦略的な指標として活

用することが可能です。 従って、製造事業所において、この水原単位を KPI (Key 

Performance Indicator) としてモニタリングし、取水量の削減などに活用することが望

ましいです。 

 

製品の種類 

バルク無機化学品 

製品名 

一酸化炭素 

水原単位の値(m3/分母) 

7.7 
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分子： 水に関する側面 

淡水取水量 

分母 

その他、具体的にお答えください 

KNm3 

前報告年との比較 

ほぼ同じ 

説明してください 

FYE2023の一酸化炭素の水原単位は 7.7であり、FYE2022の一酸化炭素の水原単位は

7.3でした。水原単位の計算は、【一酸化炭素の製造に要した取水量(m3) ÷ 一酸化炭素

の製造量 (kNm3)】で定義しています。従って、一酸化炭素を 1kNm3製造するのに必

要とする淡水の量が 7.7m3という意味になります。水の使用量は基本的に製品流量と

比例します。原単位の数値が前年度と同じということは、水に対する生産効率に大きな

変化がない、すなわち順調に生産活動が行えたことがわかります。 水原単位は、取水

量の削減のための戦略的な指標として活用することが可能です。 従って、製造事業所

において、この水原単位を KPI (Key Performance Indicator) としてモニタリングし、取

水量の削減などに活用することが望ましいです。 

W1.4 

(W1.4) 規制当局により有害と分類される物質を含んだ貴社製品はありますか。 

 製品が有害物質を含む コメント 

行 1 いいえ  

W1.5 

(W1.5) 水関連問題に対し、貴社のバリューチェーンと協働していますか。 

 エン

ゲー

ジメ

ント 

協働し

ていな

い主な

理由 

説明してください 

サプライヤー いい

え 

今後 2

年以内

に実施

予定で

す 

NSHDは水資源の有効活用活動などの、水の安全保障が環境方針に含

まれていますが、水に関連するサプライヤーエンゲージメントの活動

は実質的な成果を上げるまでには至っていません。その理由として、

NSHD工場の冷却水回路のパラメータを綿密にチェックし、それに応

じて水処理を調整することで下水道への水の廃棄を最小限に抑え、水

の使用量を最適化しているからです。現状は、自社の努力のみで十分

対応しているため、サプライヤー・顧客との水関連エンゲージメント
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は実施していません。但し、環境活動の一環として、調達方針には環

境負担低減に努めるとの要件があります。そのため、今後取水量や水

リスク等の水に関する調査をサプライヤーエンゲージメントに取り入

れ、サプライヤーが水課題をより適切に管理できるように対話から得

た情報を活用していく予定です。調査の内容はまだ検討中ですが、2

年以内に実施する予定です。以下の項目を含める事検を討していま

す。 

①渇水のリスク 

②水質 

③行政の規制 

④河川洪水リスク 

その他のバリ

ューチェー

ン・パートナ

ー(例： 顧客) 

いい

え 

今後 2

年以内

に実施

予定で

す 

NSHDは水資源の有効活用活動などの水の安全保障が環境方針に含ま

れていますが、水に関連する顧客エンゲージメントの活動は実質的な

成果を上げるまでには至っていません。その理由として、NSHD工場

の冷却水回路のパラメータを綿密にチェックし、それに応じて水処理

を調整することで下水道への水の廃棄を最小限に抑え、水の使用量を

最適化しているからです。現状は、自社の努力のみで十分対応してい

るため、サプライヤー・顧客との水関連エンゲージメントは実施して

いません。但し、環境活動の一環として、調達方針には環境負担低減

に努めるとの要件がある上、今後は顧客との水関連エンゲージメント

活動を検討していきます。 

W2.事業への影響 

W2.1 

(W2.1) 貴社は報告年内に、水関連で有害な影響を受けましたか。 

いいえ 

W2.2 

(W2.2) 貴社は報告年に、水関連の規制違反を理由として罰金、法的命令、その他のペナル

ティを科されましたか。 

 水関連規制に関する違反 コメント 

行 1 いいえ  
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W3.手順 

W3.1 

(W3.1) 貴社では、事業活動に関連し、水の生態系や人間の健康に有害となりうる潜在的水

質汚染物質を、どのように特定、分類していますか。 

 潜在的水質汚

染物質の特定

と分類 

潜在的水質汚染物質の特定・分類方法 

行

1 

はい、潜在的

水質汚染物質

を特定・分類

しています 

NSHDは、以下の方針や根拠に則り、化学品製造活動が水の生態系や人体に悪

影響をもたらしうる、水質汚染物質の特定・分類しています。 

 

【活動方針・根拠】 NSHDは、NSHDグループ環境方針に基づいて、各国・地

域の関係法令（水質汚濁防止法等）を遵守ならびに国際規範を尊重し、環境に

十分配慮したうえで事業を行っています。水系の有害物質については、各地域

の法律に基づき分類・管理を進めており  、排水については Ph・りん・窒素・

COD等の測定を行い排出しています。NSHDは、製造する製品、その製品の製

造工程、並びに、その製品の消費及び廃棄段階において規制違反も発生してお

りません。現状、NSHDは、お客様や自然環境に漏洩する危険物質の大きなリ

スクは無いと判断しています。 

 

また、有害物質を漏出させない仕組みとして、NSHDの淡水の利用は循環型と

なるように配慮しています。具体的な仕組みをご説明すると、NSHDが取水し

た全ての淡水は冷却塔に供給された後、水ポンプにより回転機の構成機器であ

る熱交換器に冷媒として供給されます。そして、熱交換器で熱交換を行った

後、暖められた淡水は冷却塔に戻ると同時に、大気の温度と同等の温度に冷却

されます。冷却塔で冷却された淡水は再び水ポンプによって熱交換器に供給さ

れ、前記と同じ経路で冷却塔に戻ります。従って、淡水の利用方法は循環型と

なっており、そのため水質を悪化させる要因は殆どないと考えています。 

W3.1a 

(W3.1a) 事業活動に関連した中で、水の生態系や人間の健康に及ぶ潜在的水質汚染物質の悪

影響を、貴社でどのように最小限に抑えているか説明してください。 

 

水質汚染物質カテゴリー 

無機汚染物質 

水質汚染物質と潜在的影響の説明 
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NSHDでは以下の物質を水質汚染物質と特定し、以下のように潜在的影響を認識してい

ます。 

-硝酸・硝酸化合物:硝酸性・亜硝酸性窒素が飲料水などに多く含まれると、血液の酸素

運搬能力を阻害するメトヘモグロビン血症を引き起こし、人の健康を害するおそれがあ

る。 

-フッ素・フッ素化合物：環境への蓄積性や発がん性などがある。 

-六価クロム:毒性の強い重金属であり、発がん性を有する。 

-ホウ素・ホウ素化合物:眼に対する重篤な損傷性又は眼刺激性など。 

-アンモニウム化合物:硝酸性・亜硝酸性窒素が飲料水などに多く含まれると、血液の酸

素運搬能力を阻害するメトヘモグロビン血症を引き起こし、人の健康を害するおそれが

ある。 

バリューチェーン上の段階 

直接操業 

悪影響を最小限に抑えるための行動と手順 

重要インフラおよび貯蔵施設の状態(漏出、流出、パイプの腐食等)およびそのレジリエ

ンスの評価 

説明してください 

リスク管理のために、NSHDでは排水の質について排水質基準を違反しない、及びそれ

らの物質が流出、浸出、漏出防止するよう管理しています。廃液は廃液タンクに貯留

し、産業廃棄物として専門業者に引き取っていただいているため、外部への流出はあり

ません。廃液が排水されることなく第三者によって処理されているという規則への順守

状況は各事業所において管理、確認をしています。汚染物質は排水の質をモニタリング

することで監視しており、汚染物質流出防止対策として、装置やセンサーの目視により

流出の有無を監視しており、排水中に自治体の定める基準を超えて含まれていないかを

定期的にモニタリングしています。 

排水中の汚染物質が、基準値の中に納まっているということを成功の評価の基準として

おり、漏えい事故や外部への化学物質流出の防止へ取り組んでいます。例として、水質

汚濁防止法の排水基準が「pH5.0以上～9.0以下の範囲内」となっていますが、NSHD

内の管理数値を「pＨ6.3以下、pH8.1以上」に設定しています。この基準を順守してい

る施設の守衛が毎日統合浄化槽の pHを記録し、万が一、pH6.3以下もしくは pH8.1以

上を示した場合は、緊急事態として業務課に連絡するように体制を構築しています。そ

こから、業務課は上水供給のカット並びに pH調整剤を投入し、pH調整を実施行いま

す。これらは NSHDの技術リスクマネジメント会議において、年次評価されていま

す。 

W3.3 

(W3.3) あなたの組織では水関連のリスクの評価を実施していますか? 

はい、水関連のリスクを評価しています 
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W3.3a 

(W3.3a) 水関連のリスクの特定と評価の手順を最もよく表している選択肢を選択します。 

 

バリューチェーン上の段階 

直接操業 

サプライチェーン 

対象範囲 

全部 

リスク評価手順 

確立した全社的リスク管理枠組みの一部として水リスクが評価されます 

評価の頻度 

年 1回 

どの程度の将来のリスクまで考慮しているか 

3～6年 

使用したツールと手法の種類 

市販のツール 

データベース 

利用しているツールと手法 

世界資源研究所(WRI)が発表したアキダクト（AQUEDUCT （水管、送水路）） 

考慮した文脈上の問題 

流域/貯水池レベルでの水利用可能性 

流域/貯水池レベルでの水質 

人体の健康への影響 

水関連規制枠組み 

生態系と生息地の状況 

全従業員のための適正に機能し安全に管理された上下水道・衛生(WASH)サービスへの

アクセス 

考慮したステークホルダー 

顧客 

従業員 

投資家 

地域コミュニティ 

サプライヤー 

地方レベルでの水公益事業 
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河川流域/集水地におけるその他の水利用者 

コメント 

バリューチェーン上の段階「サプライチェーン」； 

当社の主力製品である窒素、酸素、アルゴンを製造する空気分離装置を対象としていま

す。 

W3.3b 

(W3.3b) 貴社の直接操業およびバリューチェーンの他の段階における水関連のリスクの特

定、評価、それへの対応に用いている、貴社のプロセスを具体的に説明してください。 

 リスク評価アプローチの

根拠 

検討した文脈上の問題の

説明 

検討したステークホ

ルダーの説明 

リスク対応に関する

意思決定プロセス 

行

1 

NSHDは全生産拠点を対

象に水ストレスをWRI 

Aqueductのツールを用い

て、評価しています。水

リスク・水ストレス・干

ばつのリスク等 WRI 

Aqueductで検索ができる

ため、世界中の各生産拠

点を簡単に水リスク評価

を実施ができます。地域

の特性を自ら理解する事

が重要だと認識している

ことから、各生産拠点の

担 NSHDが独自で水リス

ク評価を行っています。

ツールの使い方として、

生産拠点の住所を記入

し、その地域の水関連デ

ータを参考にしながらリ

スクを考察しています。

WRI Aqueductでは、リ

スクレベル自体は５段階

に分けられており、

「０」は low risk、「５」

は extremely high となっ

ています。119拠点のス

トレスを調査し、水リス

クが高い生産拠点におい

【河川流域/集水地におけ

る取水可能な水資源量】 

NSHDは工場の製造工程

で冷却塔を中心とした冷

却水循環システムに淡水

を使用しています。淡水

の使用量は限定的です

が、事業の操業に必要不

可欠であるため WRI 

Aqueductを使用して、

全取水量の 99%に相当す

る事業所を調査しまし

た。結果、全取水量の

4％に相当する 16つの地

点で水リスクにさらされ

ていることが特定されま

した。その結果をもと

に、取水量の規模と、独

自の Physical Risks 

Quantityの評価、現地へ

のヒアリング結果など総

合的に判断した結果、水

ストレスのリスクがある

と評価された地域は特に

見つかりませんでした。 

【河川流域/集水地におけ

る水質】 

高品質な淡水を必要とし

【顧客】 

NSHDの顧客の多く

はメーカーであり、

私たちと同じように

水の使用は不可欠で

す。顧客に対して、

NSHDができること

は、水を効率的に使

用した上で生産した

製品を必要な時に必

要な量を提供するこ

とです。従って、効

率的な水の利用のた

めに次のことを毎日

積み重ねることが重

要となります。 

・回転機の稼働数を

適正にする日々刻々

と変わる製品の需要

量に合わせて最適な

回転機の組み合わせ

で運転する 

・冷却塔系統の水を

徹底的に循環させる 

・回転機の故障削減

のための保全活動を

充実させる 

 このため、1か月

【プロセスの詳細】 

NSHDにおける全社

的な重要リスクの選

定・評価及びその対

応策の審議はグロー

バルリスクマネジメ

ント会議に集約され

て行われ、年 1回開

催されます。気候変

動リスクも同会議で

検討すべきリスクに

含まれており、短

期・中期・長期のリ

スクに関わらず影響

を及ぼす可能性のあ

るリスクについて議

論され、会議の結果

は取締役会に報告さ

れます。 

特定されたリスクの

事業戦略への反映は

グローバル戦略検討

会議を経て行われま

す。グローバル戦略

検討会議も、次年度

の予算の策定にあた

り、各事業会社の戦

略の確認を行うもの
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て、サイトの取水量を把

握し、ヒアリングを行っ

ています。日本における

水リスクが「high」また

は「extremely high」とな

っている拠点を確認でき

ませんでしたが、海外の

拠点を調査した結果、全

体的に「high」または

「extremely high」となっ

ている水リスクがある拠

点は 19でした。 

ない一方で、淡水の水質

の著しい低下は生産効率

への悪影響と機器の損傷

につながるリスクがあり

ます。特に機器の損傷に

よる生産設備の一時的な

操業停止は NSHDの収益

損失につながる可能性を

認識しています。リスク

回避のため、NSHDは冷

却水循環システムの淡水

の品質を 1回／月で水質

確認を実施しています。 

【河川流域/集水地におけ

る水資源に関連したステ

ークホルダー間の対立】 

干ばつや台風などの自然

災害が発生した場合、

NSHDの事業を継続する

ための水の供給が減少、

または停止する恐れがあ

ります。以上の理由か

ら、NSHDは地域住民と

コミュニケーションをと

り直接ご意見を伺うこと

でリスクの低減を図って

います。具体的な内容と

しては、流域圏の自治体

が主催する干ばつや台風

の対策審議会のような組

織が存在する場合、その

組織に参加しています。 

【水関連の規制枠組み】 

排水の水質の規制の変更

は、主要な水リスクの 1

つであると考えていま

す。水質汚濁への対応

は、各地域の規制に従

い、CODや総窒素等の

必要な管理項目は計測し

に 1回程度、顧客と

のミーティングを行

い予想される NSHD

の製品の需要量に関

する情報を入手しま

す。そして、その予

想される需要量に基

づいた生産・供給体

制を検討し、運転す

る装置の台数などを

決定します。 

【従業員】 

NSHDのプラントの

安定稼働には取水・

排水の適切な管理が

極めて重要であり、

環境教育の一環とし

て、水の保全の必要

性、関連する法律、

及び水質基準に関す

る規制等について教

育しています。

NSHDのプラントの

安定稼働において

は、取水や排水の適

切な管理が非常に重

要です。そのため、

環境教育の一環とし

て、節水の必要性、

水域への環境負荷物

質の削減、法規制な

ど、水質基準に関す

る規制を実施してい

ます。この教育の主

な対象は従業員で

す。水管理の基本

は、従業員による

日々の管理であり、

日々蓄積されていま

す。このため、従業

で、年 1回開催され

ます。同会議では、

事業会社から特定さ

れたリスクを踏まえ

たサステナビリティ

に関する戦略が報告

されますが、その中

に気候変動問題も含

まれております。会

議の結果は予算案の

提出という形で取締

役会に報告されま

す。 

リスク対応について

は技術リスク連絡会

議が主導しており、

グローバル戦略検討

会議の結果を受け、

気候変動問題を含む

リスクについて、

NSHDと各事業会社

において個別にリス

ク解決に向けた協議

が行われます。この

技術リスク連絡会議

は、各事業会社毎に

2回／年以上行わ

れ、気候変動問題を

含むリスク対策が全

社展開されます。 
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て法規制に対応していま

す。今後、さらに法規制

が厳しくなった場合には

水設備面と管理面での対

応が必要だと考えてお

り、水質改善とコストを

最適にバランスさせてい

きます。海外では、特に

開発途上国において水質

汚濁問題に関する規制が

強化されており、これら

のリスクに適切に対処す

ることが重要です。 

【生態系および動植物生

息環境の状態】 

NSHDの主力製品である

窒素、酸素、アルゴンを

製造する空気分離装置の

原料は空気であり、生物

多様性に大きく影響を与

える物質の取り扱いは少

ないです。しかしなが

ら、生物多様性への影響

を低減する活動は非常に

重要であると考え、

NSHDグループ環境方針

に従って生物多様性の保

全に寄与する事業活動を

推進し、生物多様性への

負の影響を回避するよう

努めます。代表的なもの

としては森林や動植物の

生存環境の保護は環境を

配慮した事業運営とプロ

ジェクトベースでの地域

環境社会への影響度を考

慮することで、一定レベ

ルで回避可能と考えてい

ます。そのため、生物多

様性に向けた活動を推進

員が誤った判断をす

ると、排水の汚染な

どの問題が発生する

可能性を否定できま

せん。従って、従業

員に起因する水リス

クの評価は不可欠で

あると考えていま

す。水質リスクの評

価は、生産現場で特

に重要です。 

各工場では、高圧ガ

ス保安法にのっと

り、「保安教育」を

定期的 に行ってい

ます。この教育の場

を活用し、水の効率

的運用の重要さの啓

蒙活動を行っていま

す。その啓蒙活動の

ポイントは、水の保

全の必要性、環境負

荷物質の水域への排

出量の削減、法律、

水質基準に関する規

制です。 

 

【投資家】 

NSHDは水問題の解

決策を提供するた

め、水関連の取り組

みの不適切な開示

は、評判リスクにつ

ながる可能性があり

ます。この投資家主

導の評判リスクは、

顧客の評判リスクを

さらに誘発するのに

十分であり、投資家

に起因する水リスク
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していきます。 

【全従業員が、完全に管

理された上下水道・衛生

（WASH）サービスを利

用できること】 

従業員の健康と安全は

NSHDにとって非常に重

要な側面です。健康と安

全の問題が発生した場

合、従業員との信頼関係

が直接混乱する可能性は

否定できません・従業員

との信頼関係の崩壊は、

離職率の増加に直接つな

がる可能性があります。

この観点から、労働安全

衛生の要である職場環境

の改善に努めています。

NSHDの工場は水の利便

がいいところに設置して

おり、上下水道・衛星

（WASH）で問題となっ

たところはありません。 

 

の評価は不可欠であ

ると考えています。

投資家のレポート

は、各セグメントの

このセグメントの事

業拡大に関する情報

も提供します。 

【地域社会】 

一部の工場では、定

期的なレポートを発

行しています。これ

らのレポートは常

に、地域社会の関心

が高い事項に関連す

る問題について説明

することもありま

す。また、事業所の

活動については、地

域住民との話し合い

などを通じて意見を

聞く機会があり、水

に不安があれば伝え

ることができます。

排水の水質が悪化す

ると、地域社会、特

に漁業関係者による

訴訟等のリスクにつ

ながることは否めま

せん。そのような訴

訟が発生した場合、

結果として NSHD

の評判リスクが大幅

に高まると考えられ

ます。このため、地

域社会の水リスクを

評価することが重要

とされています。ま

た、環境保全活動の

一環として、工場周

辺の河川や海岸を近
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隣住民とともに清掃

することで、工場周

辺の水域保全にも積

極的に取り組んでい

ます。私たちは、こ

の活動がコミュニテ

ィのメンバーとの信

頼関係の確立と維持

に貢献していると考

えています。 

 

W4.リスクと機会 

W4.1 

(W4.1) 貴社ではこれまで、事業に財務または戦略面で重大な影響を及ぼす可能性のある特

有の水関連のリスクを特定したことがありますか。 

いいえ 

W4.1a 

(W4.1a) あなたの組織では、事業に及ぶ財務または戦略面での重大な影響を、どのように定

義していますか? 

NSHDは水リスクによる影響をレベル別に５段階で定義しています。水リスクによる損害額が

1億円未満であり、事業運営に影響しない程度を Level 1と定めており、損害額が 1～20億円

未満、事業運営に軽微な影響を与える場合は Level 2となります。Level 3は 水セキュリティ

による損害額が 20～50億円で、事業運営に影響を与える場合であり、Level 4は 50～100億

円の損失、加えて事業運営に重要な影響を与える場合です。最も深刻である Level 5の定義

は、損害額が 100億円以上、事業運営に甚大な影響を与える場合と定めております。 

W4.2b 

(W4.2b) 貴社では、直接操業において、財務または戦略面で重大な影響を及ぼす可能性の

ある水リスクにさらされていないと考える理由は何ですか。 

 主な理由 説明してください 

行

1 

リスクはある

が、重大な影響

はもたらされな

水リスク評価では、WRI Aqueductを使用して、洪水、水リスク、水ストレス

を評価し、NSHDの直接事業における水関連リスクを分析しています。各リス

クは、発生確率、財務的影響、事業戦略への影響などの観点から評価され、

100億円以上の財務的影響がある場合、NSHDの経営に重大な影響を与えるリ
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いと考えられ

る。 

スクであると判断しています。 

具体的に、FYE2022は、WRI Aqueductの【Aqueduct Water Risk Atlas】を使

用して、NSHDの全取水量の 99％に相当する事業所の水ストレスをスクリー

ニングしました。我々がリスクがあるとして特定したサイトは、米国の

Vernonとイタリアの Ravennaでした。Vernonは、アメリカ大陸の内陸テキ

サス州の付近に位置しており、Ravennaは、閉鎖系の内海 (アドリア海) の付

近に位置しています。Vernonの気候は、比較的に乾燥していて日照りになり

易い傾向があります。Ravennaは、6月から 8月にかけて乾燥の傾向が強まり

ます。 

WRIの Aqueductの物理的リスク評価である Vernonの 4.3、Ravennaの 4.0

という結果は、水リスクが、”高“の範囲の中では、低い範囲であることを示し

ています。また、これらの施設は、主に、冷却塔を中心とした冷却水循環シス

テムによる淡水利用であり、その取水量は、我々のグループの中で相対的に比

較すると取水量は多いものの、NSHDグループ全体の取水量に占める割合は

1.5％と大きくありません。 

これまで、Vernonと Ravennaで水リスクに直面したことはないこともあり、

現地へのヒアリング結果などを総合的に判断した結果、NSHDグループの水リ

スクと判断しないことに決定いたしました。 

W4.2c 

(W4.2c) 貴社では、バリューチェーン(直接操業を超える)において、財務または戦略面で重

大な影響を及ぼす可能性のある水リスクにさらされていないと考える理由は何ですか。 

 主な理由 説明してください 

行

1 

リスクはある

が、重大な影響

はもたらされな

いと考えられ

る。 

水リスク評価では、WRI Aqueductを使用して、洪水、水リスク、水ストレス

を評価し、NSHDのバリューチェーンにおける水関連リスクを分析していま

す。各リスクは、発生確率、財務的影響、事業戦略への影響などの観点から評

価され、100億円以上の財務的影響がある場合、NSHDの経営に重大な影響を

与えるリスクであると判断しています。また、「影響度合」を５段階に分ける

基準もあり、その基準で「Level 5」となるリスクは重大な影響を及ぼすと定

義しています。上記の Levelを用いて NSHDのバリューチェーンを調査した

結果、現時点では、重大な水リスクはないと判断しました。また、工業ガスの

原料は空気であり、原料の調達上での水リスクに直面することはありません。

また、工業ガスの配送は、大口顧客に対してはパイピング、中規模顧客に対し

てはタンクローリ車、小規模顧客に対しては高圧ガス容器にて配送され、水リ

スクとは無縁です。NSHDグループの製商品において大量の水を使った商品は

多くなく、180の PET原料水、魚の養殖に用いられる水などは挙げられます

が、バリューチェーン上での水リスクは存在するものの小さいと判断しており

ます。 
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W4.3 

(W4.3) あなたの組織ではこれまで、事業に財務または戦略面で重大な影響を及ぼす可能性

のある水関連機会を特定したことがありますか? 

はい、機会を特定し、一部/すべてを実現されつつあります 

W4.3a 

(W4.3a) 貴社の事業に財務または戦略面で重大な影響を及ぼす可能性のある、現在実現しつ

つある機会について、詳細を説明してください。 

 

機会の種類 

製品およびサービス 

主な水関連の機会 

新しい製品/サービスの売上 

自社固有の詳細と、機会実現の戦略 

【戦略的機会の説明】 

世界的に魚介類の食糧需要が増加しております。一方、近年の気候変動の影響により、

世界的に漁獲量が減ってきており、食糧問題は大きな課題となっております。欧州ガス

事業である NGEでは、サーモンの養殖に高純度の酸素を供給しております。ノルウェ

ーでは、2基の空気分離装置を設置し、酸素需要に応えてきました。世界的に食用魚の

需要が増加していく中、ノルウェーの養殖サーモンの生産量は平均成長率 6%で拡大し

ていく見込みです。 

一方、大陽日酸では、高効率酸素溶解装置をラインアップしており、養殖池における問

題点を解決することができます。ウナギ、マス、ヒラメ、エビなどの養殖魚の高密度養

殖、並びに養殖魚の病気を防止することで、安価に漁獲量を増加させることができま

す。大陽日酸の養殖用高効率酸素溶解装置により、世界的な漁獲高の減少問題を解決し

ます。 

飼育魚を健全に生育していくためには、飼育水の溶存酸素量（DO値）の管理が重要で

す。酸素が水中に溶け込める量は、通気の強弱だけでなく、水温と塩分によって上限が

大きく異なります。養殖用高効率酸素溶解装置は、酸素を効率よく水中に溶解させるこ

とで、魚類飼育時の理想的な溶存酸素量（DO値）を実現し、生産性向上を可能として

いきます。本装置を導入し、飼育水の酸素富化を行うことにより、高密度養殖・生育促

進・排水量削減を実現します。 

大陽日酸では、ウナギ、マス、ヒラメをはじめとした幅広い魚種にて多数の採用実績が

あります。NGEではサーモン養殖となります。そのノウハウをもとに、実際に顧客の

現場を訪問した上で、最適な酸素供給方法を提案します。 

【機会実現の措置】 
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NSHDグループとしては、養殖用高効率酸素溶解装置を販売すると共に、空気分離装

置、可搬式液化酸素容器（LGC）、並びに液化酸素貯槽（CE）を顧客に導入して、酸

素ガス及び供給システムを専属で受注することを戦略としています。 

【講じられた措置の例】 

FYE2022以降も、養殖用高効率酸素溶解装置の製造メーカーとして必要なノウハウを

蓄積すると共に、養殖用高効率酸素溶解装置をの高い運用効率に貢献しつつ、世界への

展開を検討しております。大陽日酸では、FYE2017～2020の実績として、29社への導

入から 38社まで 1.3倍に増加しました。近年の食糧問題を考えた場合、今後養殖によ

る酸素の売上高は増加していくものと考えており、FYE2026には 57社までの顧客獲得

を計画しています。 

機会実現までの推定期間 

1～3年 

財務上の潜在的影響の程度 

やや高い 

財務上の潜在的影響額をご回答いただくことは可能ですか? 

はい、単一の推計値 

財務上の潜在的影響額 (通貨) 

450,000,000 

財務上の潜在的影響額 – 最小 (通貨) 

 

財務上の潜在的影響額 – 最大 (通貨) 

 

財務上の影響についての説明 

TNSCは、FYE2017～2020の実績として、29社への導入から 38社まで 1.3倍に増加

しております。近年の食糧問題を考えた場合、今後養殖による酸素の売上高は増加して

いくものと考えており、FYE2026には 57社までの顧客獲得を計画しています。 

今後も、養殖向け酸素ガス需要を伸長させることで、これらの製品を管理する部門の売

上高は、FYE2026には単年度で約 4億 5千万円になりうると考えています。 

W6.ガバナンス 

W6.1 

(W6.1) あなたの組織には水に関する企業方針がありますか? 

はい、文書化した水に関する方針があり、公開している 
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W6.1a 

(W6.1a) 貴社の水に関する企業方針の適用範囲と内容について、最もよくあてはまるものを

選択してください。 

 ス

コ

ー

プ 

内容 説明してください 

行

1 

全

社

的 

水に対する事業の依

存性の説明 

水に対する事業の影

響の説明 

国際的枠組み、規

格、広く認知されて

いる水イニシアチブ

に対するコミットメ

ント 

汚染を防止、最小限

に抑制、管理するた

めのコミットメント 

有害物質を削減また

は段階的に停止する

ためのコミットメン

ト 

直接操業における取

水量および水消費量

を削減するためのコ

ミットメント 

サプライチェーンに

おける取水量および

水消費量を削減する

ためのコミットメン

ト 

職場での安全に管理

された上下水道・衛

生(WASH)サービスに

対するコミットメン

ト 

環境への影響が少ない製品とサービスを提供することに加えて、

NSHDは NSHDグループ環境方針に従い、水資源の保全に取り組ん

でいます。取水量を把握するとともに、水使用効率の改善を行う等

により、水資源の汚染の防止に全社的に努めています。 NSHDは海

水は全く使用しておらず、使用している淡水は、冷却塔を中心とす

る冷却水循環システムの用途のみであるため、使用している淡水を

汚染する可能性は無いに等しいです。しかし、NSHDは環境保全活

動の中で、水資源の保全を重要な活動の一つと捉えています。 その

ため、有害物質の排出がないことを確認しています。また、CODに

ついては規制対応ならびに環境への影響がないことを確認のうえ、

例年モニタリングしており、各事業所単位で定期的に測定されたの

ち、全社的に集計しています。 

加えて、NSHDは、国際連合が提唱する「国連グローバル・コンパ

クト」に署名し、2022年に付で参加企業として登録されました。国

連グローバル・コンパクトとは、各企業・団体が責任ある創造的な

リーダーシップを発揮することによって、持続可能な成長を実現す

るための自発的な取り組みであります。署名する企業・団体は、人

権、労働、環境、腐敗防止の 4 分野に関わる 10の原則を遵守・実

践し、健全なグローバル社会の実現に向けて企業活動を展開して行

くことが求められる。4分野のうち一つは環境にかかわるものであ

り、「環境問題に対する予防的なアプローチを支持」、「環境に関

するより大きな責任を担う」、「環境にやさしい技術の開発と普及

を促進」が原則として明記されています。 NSHDグループは、国連

グローバル・コンパクトに署名することで、企業姿勢を明確に表明

するとともに、持続可能な社会への更なる貢献に向けた取り組みを

一層推進してまいります。 
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規制順守にとどまら

ない、それ以上のコ

ミットメント 

企業の水関連目標へ

の言及 

例えば気候変動によ

るなど、環境的相関

の認識 

W6.2 

(W6.2) あなたの組織内では、水関連問題について取締役会レベルの監督が実施されていま

すか? 

はい 

W6.2a 

(W6.2a) 取締役会における気候関連課題の責任者の職位を特定します(個人の名前は含めて

はいけません)。 

個人/委員

会の職位 

水関連問題に対する責任 

最高経営

責任者

(CEO) 

NSHDは、取締役会の決議により NSHDグループ環境方針を制定し、同方針で「トップ

マネジメントの指揮のもと事業活動において環境との調和を図り、環境負荷の低減に努

めることにより、資源循環型社会へ技術で貢献し、持続可能な社会の発展に貢献しま

す。」と定めています。この方針に示されたとおり、NSHDでは代表取締役社長

（CEO）が、取締役会からの委嘱により取水量や水資源を含んだ気候変動関連課題に対

応する責任を負っています。代表取締役社長（CEO）は取締役会の定める規程にもとづ

きグローバル戦略検討会議・グローバルリスクマネジメント会議の議長を務め、前者で

はグループ全体の事業戦略の決定・後者では NSHDグループのリスクマネジメントの実

効性確保に対する責任を負っています。代表取締役社長（CEO）は、これらの会議を通

じて、気候変動関連課題への NSHDの具体的な対応を検討しています。 

FYE2022における取締役会の委嘱により、CEOの決議事例として、2022年 5月 11日

に公表された中期経営計画ではサステナビリティ経営の推進の下 Sustainable Water 

Program（SWP）を発表しました。水資源の有効活用は必須事項であり、水の効率的利

用を通して、企業活動における水資源の保全を目指し、水リスクを把握し、高リスク事

業所への対応を実施します。 

具体的には、世界資源研究所（WRI）が開発した水リスク評価ツール「Aqueduct」によ

る水ストレス調査を実施し、高リスク地域にある生産工場（ASU、HyCO事業所）の洗

い出しを行います。また、高リスク地域の生産工場では、水循環量を増加する等、取水
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量、消費量の削減に取り組みます。この SWPは気候変動対応課題に責任を負う CEOが

推進しています。 

W6.2b 

(W6.2b) 水関連の問題に対する取締役会の監督に関する詳細を記入します。 

 水関連の問

題が予定さ

れた議題と

して取り上

げられる頻

度 

水関連の

問題が組

み込まれ

ているガ

バナンス

構造 

説明してください 

行

1 

予定されて

いる - 一部

の会議 

実施と実

績のモニ

タリング 

企業目標

に向けて

の進捗状

況のモニ

タリング 

シナリオ

分析の監

督と指導 

企業目標

設定の監

督 

年間予算

の審議と

指導 

リスク管

理方針の

審議と指

導 

戦略の審

議と指導 

グローバル戦略検討会議は、次年度の予算の策定に当たり、各事業会

社の戦略の確認を行うもので、年 1回開催されます。同会議では、事

業会社からサステナビリティに関する戦略が報告されますが、その中

に水資源・気候変動問題を含むその他環境負荷に与える影響も含まれ

ています。会議の結果は予算案の提出という形で取締役会に報告され

ます。 

グローバルリスクマネジメント会議は、NSHDグループの重要リスク

の選定及びその対応策を審議する機関で、年 1回開催されます。水資

源・気候変動問題を含むその他環境負荷に与える影響リスクも同会議

で検討すべきリスクに含まれおり、会議の結果は取締役会に報告され

ています。 

経営会議は、中期経営計画の策定・モニタリングや投資案件等につい

て審議を行います。中期経営計画の策定に当たっては、中期経営計画

期間中の気候変動問題への NSHDグループとしての取組み、目標設

定が議論されます。また、個別の投資案件の審議では、投資案件が気

候変動問題を含むその他環境負荷に与える影響についても議論されま

す。 

中期経営計画および投資案件は経営会議での審議を経て取締役会に提

案されます。 

MOS指標では、毎年 1回 GHG排出量の削減目標およびその他の環境

負荷の低減目標ならびに品質・保安・安全に関して定めた来期目標と

前期実績を取締役会に報告し、取締役会ではその報告内容について議

論しています。 

W6.2d 

(W6.2d) 貴社には、水関連問題に精通した能力を持った取締役が 1人以上いますか。 
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 取締役が水

関連問題に

関する能力

を持ってい

ます 

水関連問題に関する取締役の能力を評価するために使用される基準 

行

1 

はい 2年以上環境関連の管理責任者を務めている等を総合的に評価しています。 

NSHDグループには、グループ全体の事業戦略の決定を行うグローバル戦略検討

会議と、グループ全体のリスクマネジメントに関する方針を決めるグローバルリ

スクマネジメント会議が存在し、これら 2つの会議を通じて気候変動関連課題へ

の NSHDの具体的な対応を検討されています。具体的なプロセスとしては、前者

のグローバル戦略検討会議では NSHDグループのサステナビリティ活動について

責任を負うチーフサステナビリティオフィサー(CSO)により、GHG排出量の削減

実績を含む 1年間の NSHDグループ全体でのサステナビリティ活動の成果が報告

されるとともに、次年度の目標が決定されます。また後者のグローバルリスクマ

ネジメント会議では、発生頻度×財務または戦略面への影響度により NSHDが直

面する事業リスクを評価し、それに基づき対応策を検討しています。この二つの

会議のプロセスで決定した事項を取締役役会に報告することで、NSHDグループ

の気候変動問題に対する戦略が決定されるため、これらの会議を含めた環境関連

の管理責任者を 2年以上務めている取締役を、水関連問題含むその他環境問題に

精通した取締役であると判断しています。 

W6.3 

(W6.3) 水関連の問題に責任を負う経営層レベルで最上位の職位または委員会を記入します

(個人の名前は含めないでください)。 

 

職位または委員会 

最高経営責任者(CEO) 

この職位における水関連の責任 

水需要の今後の傾向の評価 

水関連のリスクおよび機会の評価 

水関連のリスクおよび機会の管理 

水関連シナリオ分析の実施 

水関連の定量的な企業目標の設定 

水関連問題の事業戦略への組み入れ 

水セキュリティ関連の年間予算の管理 

水関連問題に関して取締役会に報告する頻度 

四半期に 1回 
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説明してください 

CEOは NSHDグループの経営のトップに位置します。また、「日本酸素ホールデイン

グスグループ環境方針」では、環境問題についての最高責任者であることが明確にされ

ています。CEOはグローバルリスクマネジメント会議、グローバル戦略検討会議およ

び経営会議の議長を務めています。 

 

＜責任内容＞ 

CEOは NSHDグループの経営すべてに責任を負います。また、「日本酸素ホールデイ

ングスグループ環境方針」では、事業活動において環境との調和を図り、環境負荷の低

減に努めることにより、資源循環型社会へ技術で貢献し、持続可能な社会の発展に貢献

するためにグループを指揮すべきことが定められています。グローバル戦略検討会議で

検討された水リスクに関する事項は取締役会に報告されており、取締役会はその内容を

確認し、必要な措置があれば CEOに指示します。 

FYE2022中に Sustainable Water Program（SWP）を検討し、2022年 5月に発表しま

した。水資源の有効活用は必須事項であり、水の効率的利用を通して、企業活動におけ

る水資源の保全を目指し、水リスクを把握し、高リスク事業所への対応を実施します。

具体的には、世界資源研究所（WRI）が開発した水リスク評価ツール「Aqueduct」に

よる水ストレス調査を実施し、高リスク地域にある生産工場（ASU、HyCO事業所）の

洗い出しを行います。また、高リスク地域の生産工場では、水循環量を増加する等、取

水量、消費量の削減に取り組みます。この SWPは気候変動対応課題に責任を負う

CEOが推進しています。 

 

＜モニタリングの方法＞ 

グローバル戦略検討会議において CSOから GHG排出量の削減状況を含むその他環境

負荷について報告を受けています。 

W6.4 

(W6.4) 水関連の問題の管理に関して、経営幹部レベルまたは取締役にインセンティブを付

与していますか? 

 水関連の問題の管理に対してインセンティブを付与しています コメント 

行 1 いいえ、現在はまだだが、今後 2年以内に導入予定  

W6.5 

(W6.5) あなたの組織では、以下のいずれかを通じて、水関連公共政策に直接的または間接

的に影響を及ぼしうる活動に関与していますか? 

はい、政策策定者との直接エンゲージメント 

はい、業界団体 
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W6.5a 

(W6.5a) 公共政策に影響を及ぼそうとする直接的および間接的活動のすべてが、あなたの組

織の水に関する企業方針/コミットメントに合致するものとなるよう、どのようなプロセス

を実施していますか? 

CSO（チーフサステナビリティオフィサー）は、水関連の活動の計画と実施の監督を含む、水

関連のすべての活動に責任を負います。また、技術リスク連絡会議では 、水の公共政策に影響

を与える可能性のある戦略や活動との整合性も確認されています。 仮に整合性が取れていない

ことが確認されたときは、速やかにその非整合性の原因が、戦略由来なのか、活動由来なの

か、それ以外の要因なのかを検証することを会議の中で、議事録に記載されます。 そして、そ

の後の検証結果に基づいた対策を立案し、CSOと協議することになります。 このような活動

を繰り返し、戦略と活動との整合性を常に保つように活動しています。 

W6.6 

(W6.6) 貴社は、水関連のリスクへの対応に関する情報を直近の財務報告書に含めました

か。 

はい(任意で報告書を添付していただけます) 

W7.事業戦略 

W7.1 

(W7.1) 貴社の長期的・戦略的事業計画のいずれかの側面に水関連問題が組み込まれていま

すか。もしそうであれば、どのように組み込まれていますか。 

 水関連の

問題は組

み込まれ

ています

か。 

長期的

な対象

期間

(年) 

説明してください 

長期的

な事業

目的 

はい、水

関連の問

題が組み

込まれて

いる 

5-10 NSHDグループは、世界の水ストレスの問題が今後ますます重要になる

と考えています。「物理的気候シナリオ」に国連の IPCC（気候変動に

関する政府間パネル）の第 5次評価報告書（2014年発表）による地球

温暖化シナリオ（RCP8.5）を活用し、2030-2050年を長期とし、分析

を行いました。いくつかの理論は、気候変動が自然災害の頻度を増加さ

せ、それがリスク暴露を増加させるであろうと示唆しています。地球温

暖化による局所的豪雨や、海面上昇による台風や高潮による洪水のリス

クが高まり、結果として自然災害により、数日から数週間の工場閉鎖の

リスクが高まります。これらのリスクの損害を低減するため、長期的な

取り組みとして、災害対策の推進や保険の活用を進めていきます。ま
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た、FYE2022よりスタートした NSHDの中期経営計画では、

Sustainable Water Program（SWP）をスタートさせ、世界資源研究所

（WRI）が開発した水リスク評価ツール「Aqueduct」による水ストレ

ス調査により、高リスク地域にある生産工場（ASU、HyCO事業所）の

洗い出し及び継続的なモニタリングを実施し、高リスク地域の生産工場

では、水循環量を増加する等、取水量、消費量の削減に取り組んでいき

ます。水資源の有効活用は必須事項であり、水の効率的利用を通して、

企業活動における水資源の保全を目指します。 

長期的

目標達

成のた

めの戦

略 

はい、水

関連の問

題が組み

込まれて

いる 

5-10 NSHDグループは、世界の水ストレスの問題が今後ますます重要になる

と考えています。 

「物理的気候シナリオ」に国連の IPCC（気候変動に関する政府間パネ

ル）の第 5次評価報告書（2014年発表）による地球温暖化シナリオ

（RCP8.5）を活用し、2030-2050年を長期とし、分析を行いました。 

いくつかの理論は、気候変動が自然災害の頻度を増加させ、それがリス

ク暴露を増加させるであろうと示唆しています。 

地球温暖化による局所的豪雨や、海面上昇による台風や高潮による洪水

のリスクが高まり、結果として自然災害により、数日から数週間の工場

閉鎖のリスクが高まります。これらのリスクの損害を低減するため、長

期的な取り組みとして、災害対策の推進や保険の活用を進めていきま

す。また、FYE2022よりスタートした NSHDの中期経営計画では、

Sustainable Water Program（SWP）をスタートさせ、世界資源研究所

（WRI）が開発した水リスク評価ツール「Aqueduct」による水ストレ

ス調査により、高リスク地域にある生産工場（ASU、HyCO事業所）の

洗い出し及び継続的なモニタリングを実施し、高リスク地域の生産工場

では、水循環量を増加する等、取水量、消費量の削減に取り組んでいき

ます。水資源の有効活用は必須事項であり、水の効率的利用を通して、

企業活動における水資源の保全を目指します。 

財務計

画 

はい、水

関連の問

題が組み

込まれて

いる 

5-10 NSHDグループは、世界の水ストレスの問題が今後ますます重要になる

と考えています。 

「物理的気候シナリオ」に国連の IPCC（気候変動に関する政府間パネ

ル）の第 5次評価報告書（2014年発表）による地球温暖化シナリオ

（RCP8.5）を活用し、2030-2050年を長期とし、分析を行いました。 

いくつかの理論は、気候変動が自然災害の頻度を増加させ、それがリス

ク暴露を増加させるであろうと示唆しています。 

地球温暖化による局所的豪雨や、海面上昇による台風や高潮による洪水

のリスクが高まり、結果として自然災害により、数日から数週間の工場

閉鎖のリスクが高まります。これらのリスクの損害を低減するため、長

期的な取り組みとして、災害対策の推進や保険の活用を進めていきま

す。また、FYE2022よりスタートした NSHDの中期経営計画では、

Sustainable Water Program（SWP）をスタートさせ、世界資源研究所
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（WRI）が開発した水リスク評価ツール「Aqueduct」による水ストレ

ス調査により、高リスク地域にある生産工場（海外にある ASU、HyCO

事業所）の洗い出し及び継続的なモニタリングを実施し、高リスク地域

の生産工場では、水循環量を増加する等、取水量、消費量の削減に取り

組んでいきます。水資源の有効活用は必須事項であり、水の効率的利用

を通して、企業活動における水資源の保全を目指します。 

W7.2 

(W7.2) 報告年におけるあなたの組織の水関連の設備投資費(CAPEX)と操業費(OPEX)の傾向

と、次報告年に予想される傾向をお答えください。 

行 1 

水関連の設備投資費 CAPEX(＋/- ％) 

-50 

次報告年の設備投資費予想 (変化+/- %) 

2,171 

水関連の OPEX(＋/-の変化率) 

35 

次報告年の操業費(OPEX)(変化＋/- %) 

11 

説明してください 

大陽日酸㈱では FYE2021において、冷却水を使用する大型空気分離装置の更新、ガス

生産用、液生産用の空気分離装置を 3基増設し、旧設備の休止を行っており、 

FYE2019から続いた大型の設備投資もほぼ FYE2021までに完了し、FYE2023につい

ては特筆する設備投資はありませんでした。 

ただ、FYE2024に製造事業所移転・老朽化対応に合わせて空気分離装置の 2基新設投

資を控えており、FYE2023より現地工事が始まっております。次報告年の設備投資費

予想として、JFE酸素センター福山での空気分離装置リプレイスを予定しております。 

操業費については中期経営計画において、「生産工場」分科会を立ち上げ、DXの活用

と推進を主体として、FYE2031までに「生産工場のオートオペレーション化」実現に

むけ、2023年 4月からリモート・オペレーション・センター（ROC）が設立し、生産

工場の遠隔操業がスタートしました。 

昨今の社会情勢が起因となる燃料費の高騰により操業に関わる電力費用も増大している

ものの、生産性向上を目標に前記した取り組みを推進してまいります。 

生産性が向上することは、より効率の良い操業になることになりますので、操業費低減

につながると考えています。 
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W7.3 

(W7.3) 貴社では、事業戦略を決定するためにシナリオ分析を用いていますか。 

 シナリ

オ分析

の使用 

コメント 

行

1 

はい パリ協定の発効に伴い、気候変動を緩和するために温室効果ガスの世界的な排出量を

削減することが急務となっています。 

酸素、窒素及び Ar等の産業ガスは、生産時に大量の電力を消費するため、それに応じ

た GHGを排出していることになります。 

このため、我々は、積極的に GHG排出量を削減する取り組みを行うと共に、事業を

継続するための仕組みを早急に構築する必要があります。 

NSHDは、FYE2023よりスタートする中期経営計画を策定し、GHG排出量につい

て、FYE2019比 FYE202618%削減、FYE203132%削減とし、FYE2051にカーボンニ

ュートラルを達成することを目標とし、取り組んでいきます。 

W7.3a 

(W7.3a) シナリオ分析の詳細、どのような水関連成果を特定したか、また貴社の事業戦略に

どのように影響を及ぼしたかについて説明してください。 

 使

用

し

た

シ

ナ

リ

オ

分

析

の

種

類 

パラメータ、仮定、分

析的選択 

水関連の可能性がある成果の説

明 

事業戦略への影響 

行

1 

水

関

連 

気

候

NSHDグループの主力

事業である産業ガスの

製造プロセス (直接使

用) では、冷却塔を中心

とした冷却水循環シス

テムでの冷却水として

使用します。結果とし

水の入手可能性は、工場の立地

決定において重要な考慮事項で

あり、工場は水へのアクセスが

容易な場所に立地しています。 

RCP 8.5のシナリオでは、気候

変動が自然災害の頻度を増加さ

せ、それがリスク暴露を増加さ

自然災害の激甚化や頻発化によ

るリスクの損害を低減するた

め、FYE2022より開始した

NSHDの中期経営計画では、

Sustainable Water Program

（SWP）をスタートさせ、世

界資源研究所（WRI）が開発し
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関

連 

て、水の入手可能性は

工場の立地決定におい

て重要な考慮事項であ

り、工場は水へのアク

セスが容易な場所に立

地しています。 

いくつかのシナリオで

は、気候変動が自然災

害の頻度を増加させ、

それがリスク暴露を増

加させるであろうと示

唆しています。 

地球温暖化による局所

的豪雨や、海面上昇に

よる台風や高潮による

洪水のリスクが高ま

り、結果として自然災

害により、数日から数

週間の工場閉鎖のリス

クが高まります。 

また、温暖化の影響で

気温が上昇すると、冷

却塔に供給する冷却水

の温度も上昇すること

になります。この場

合、冷却塔から出てく

る産業ガスの温度も高

くなり、結果として産

業ガス(気体)の密度が小

さくなり、原単位が悪

化します。これを防止

するためには、冷却用

の淡水の流量を多くす

ることが必要であり、

水の使用量が増えるこ

ととなります。 

これらのことが、水関

連のリスクを高める事

項であると認識してい

ます。 

せるであろうと示唆していま

す。地球温暖化による局所的豪

雨や、海面上昇による台風や高

潮による洪水のリスクが高ま

り、結果として自然災害によ

り、NSHDの海岸沿いに設置し

てある工場が数日から数週間の

工場閉鎖のリスクが高まると分

析しています。その中でも、フ

ィリピンの Nippon Sanso 

Ingasco,Clark、Nippon Sanso 

Vietnam Joint Stock Company 

Hung Yenの洪水リスクが現在よ

り高くなると評価しています。

また、温暖化の気温上昇に起因

する水の使用量が増える可能性

があります。 

これらのことが、水関連のリス

クを高める事項であると認識し

ています。 

た水リスク評価ツール

「Aqueduct」による水ストレ

ス調査により、高リスク地域に

ある生産工場の洗い出し及び継

続的なモニタリングを実施し、

高リスク地域の生産工場では、

水循環量の増加や高効率プラン

トへのリプレイス等、取水量、

消費量の削減に取り組んでいき

ます。具体的な予定としては、

2025年までに高リスク地域に

ある生産工場の洗い出しを完了

させ、具体的な対策に取り掛か

っていきます。 

また、長期的な取り組みとし

て、2050年を目途に災害対策

の推進や保険の活用を進めてい

きます。水資源の有効活用は必

須事項であり、水の効率的利用

を通して、企業活動における水

資源の保全を目指します。 
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W7.4 

(W7.4) 貴社では、社内ウォータープライシング（内部的価格付け）を実施していますか。 

行 1 

貴社では、社内ウォータープライシング（内部的価格付け）を実施していますか。 

いいえ、ですが現在ウォータープライシングの方法を調査中です 

説明してください 

プラントの稼働地域は世界中に散らばっており、水源と水の使用方法は非常に多様であ

るため、均一な価格設定の実装が非常に困難です。 例えば、日本の水の１ｔの値は、

例えば、インドネシアの水の１ｔの値と等しくないと判断されます。 まず、水の発生

源や用途に応じてリスク量をモニタリングする方法を確立する必要があります。 

W7.5 

(W7.5) 貴社が現在製造や提供をしている製品やサービスの中で、水の影響を少なく抑えて

いるものはありますか。 

 水資源の影響

が少ないと分

類した製品お

よび/またはサ

ービス 

水に対する影響が少ないと分

類するために使用した定義 

説明してください 

行

1 

はい 水の質へ悪影響がない、また

は、水の使用量が通常より低

い製品・サービスを水の影響

少ないものとして定義してい

ます。 

NSHDは空気分離装置の販売を行っており、気

液の接触を効率化したものを販売しております。

省エネ効果の高い空気分離装置を導入することに

より、冷却用の水利用量が減り、同時に取水量も

削減されます。 

W8.目標 

W8.1 

(W8.1) 貴社には水関連の定量的目標がありますか。 

はい 

W8.1a 

(W8.1a) 水質汚染、取水量、WASH、その他の水関連カテゴリーと関連する定量的目標があ

るか否かを教えてください。 
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 このカテゴ

リーで設定

された定量

的目標 

説明してください 

水質汚染 はい  

取水量 はい  

上下水道・

衛生

(WASH)サ

ービス 

いいえ、し

かし今後 2

年以内に行

う予定です 

水資源の管理は、NSHDグループの環境方針の中でも重要な課題です。

今の環境関連活動には sustainable water programを定めており、水資源

の保全に努めています。しかし、日本では清潔で利用しやすい WASHサ

ービスが求められているため、WASHサービスに関する具体的な目標は

設定していません。但し、グローバルに保有している工場の中には、

WASHサービスが 100％でない可能性があると考えられる為、今後は、

海外工場のWASHサービス状況を調査し、目標を設定することを検討し

て行きます。 

その他   

W8.1b 

(W8.1b) 貴社の水関連の定量的目標およびそれに対する進捗状況を具体的にお答えくださ

い。 

 

目標参照番号 

目標 1 

目標のカテゴリー 

水質汚染 

目標の対象範囲 

全社で(直接操業のみ) 

定量指標 

1売上あたりの排水量の削減 

目標導入年 

2022 

基準年 

2019 

基準年の数値 

10 
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目標年 

2026 

目標年の数値 

10 

報告年の数値 

30 

基準年に対して達成された目標の割合 

 

報告年の目標の状況 

設定中 

説明してください 

世界的には、利用可能な淡水の不足が増加しており、水不足の解消にも貢献することが

事業に求められています。NSHDの中期経営計画では Sustainable Water Programを設

定し、事業会社単位で必要に応じ水原単位の削減目標を掲げています。1年に 1度モニ

タリングを行い、2025年度までに各事業会社で定めた水原単位目標以下であれば目標

を達成したものと考えます。当該目標は FYE2022に設定し、FYE2023より開始しま

す。Sustainable Water Programにおいてヨーロッパ事業会社において 10%の水利用原

単位の削減を掲げています。水利用削減により水質汚染物質の排出量も減っていきま

す。 

また、NSHDは、以下の方針や根拠に則り、化学品製造活動が水の生態系や人体に悪影

響をもたらしうる、水質汚染物質の特定・分類しています。 

NSHDは、NSHDグループ環境方針に基づいて、各国・地域の関係法令等を遵守なら

びに国際規範を尊重し、環境に十分配慮したうえで事業を行っています。NSHDが取水

した全ての淡水は、冷却塔に供給された後、水ポンプにより、回転機の構成機器である

熱交換器に冷媒として供給されます。そして、熱交換器で熱交換を行った後、暖められ

た淡水は、冷却塔に戻ると同時に、大気の温度と同等の温度に冷却されます。冷却塔で

冷却された淡水は、再び、水ポンプによって熱交換器に供給され、前記と同じ経路で冷

却塔に戻ります。従って、NSHDの淡水の用途は、循環型であり、水質を悪化させる要

因は殆どありません。 

水系の有害物質については、各地域の法律に基づき分類・管理を進めており  、排水に

ついては Ph・りん・窒素・COD等の測定を行い排出しています。NSHDは、製造する

製品、その製品の製造工程、並びに、その製品の消費及び廃棄段階において規制違反も

発生しておりません。現状、NSHDは、お客様や自然環境に漏洩する危険物質の大きな

リスクは無いと判断しています。 

 

また、水関連の目標は、グローバル戦略検討会議で議論され、その後取締役会で審議さ

れたのち、決定されます。MOS指標において、水質汚濁法、大気汚染防止法に基づき
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環境事故の件数の KPIを設定しています。当該目標は FYE2022に設定し、FYE2023

より開始します。 

 

目標参照番号 

目標 2 

目標のカテゴリー 

取水量 

目標の対象範囲 

全社で(直接操業のみ) 

定量指標 

1売上あたりの取水量の削減 

目標導入年 

2022 

基準年 

2019 

基準年の数値 

10 

目標年 

2026 

目標年の数値 

10 

報告年の数値 

30 

基準年に対して達成された目標の割合 

 

報告年の目標の状況 

設定中 

説明してください 

世界的には、利用可能な淡水の不足が増加しており、水不足の解消にも貢献することが

事業に求められています。NSHDの中期経営計画では Sustainable Water Programを設

定し、事業会社単位で必要に応じ水原単位の削減目標を掲げています。1年に 1度モニ

タリングを行い、FYE2026までに各事業会社で定めた水原単位目標以下であれば目標

を達成したものと考えます。当該目標は FYE2022に設定し、FYE2023より開始しま
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す。Sustainable Water Programにおいてヨーロッパ事業会社において 10%の水利用原

単位の削減を掲げています。 

W9.検証 

W9.1 

(W9.1) あなたの組織の CDP情報開示で報告したその他の水に関する情報(W5.1aで既に対

象にされていない)を検証していますか? 

はい 

W9.1a 

(W9.1a) 貴社の CDP開示の中ではどのデータポイントを検証しましたか。また、どのよう

な基準を使用しましたか。 

開示モ

ジュー

ル 

検証したデー

タ 

検証基

準 

説明してください 

W1 現

状 

淡水の総取水

量、総排水量 

ISAE 

3000 

NSHDは、FYE2020の実績データから、NSHDとして、第三者保

証を取得しており、FYE2023については現在、データの検証を行

っている段階です。 

W10.プラスチック 

W10.1 

(W10.1) 貴社は、バリューチェーンのどこでプラスチックが使用/生産されているかをマッ

ピングしたことがありますか。 

 プラスチックのマッピング 説明してください 

行 1 マッピングしたことはなく、今後 2年以内に行う予定もありません  

W10.2 

(W10.2) 貴社のバリューチェーンにおいて、プラスチックの貴社の使用/生産が環境や人体

に及ぼしうる潜在的影響について評価したことはありますか。 

 影響評価 説明してください 

行 1 評価したことはありませんが、今後 2年以内に行う予定です  
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W10.3 

(W10.3) バリューチェーンにおいて、貴社は金銭的または事業戦略面で重大な影響を及ぼす

可能性のあるプラスチック関連リスクにさらされていますか。もしそうである場合、詳細

をお答えください。 

 リスクエクスポージャー 説明してください 

行 1 評価したことはありませんが、今後 2年以内に行う予定です  

W10.4 

(W10.4) 貴社にはプラスチック関連の定量的目標がありますか。ある場合は、どのような種

類かをお答えください。 

 定量的目標があるか 説明してください 

行 1 いいえ、しかし今後 2年以内に導入する予定です  

W10.5 

(W10.5) 貴社が次の活動に従事しているか否かをお答えください。 

 活動の適

用 

コメン

ト 

プラスチックポリマーの生産 いいえ  

耐久性のあるプラスチック部品の生産 いいえ  

耐久性のあるプラスチック製品の生産/商品化(混合材料を含む) いいえ  

プラスチックパッケージの生産/商品化 いいえ  

プラスチックパッケージを使用する製品の生産 いいえ  

プラスチックパッケージを使用するサービスや製品の提供/商品化(例： 小売や

食品サービス) 

はい  

W10.8 

(W10.8) 販売/使用したプラスチックパッケージの総重量とそれに含まれる原料を具体的に

お答えください。 

 報告年に販売/使用したプラ

スチックパッケージの総重

量(メートルトン) 

報告可能な各原

料の内訳(%) 

含まれるバージ

ンの化石燃料ベ

ースの割合 

説明してください 

使用したプ

ラスチック

パッケージ 

1.03 含まれるバージ

ンの化石燃料ベ

ースの割合 

100 医薬品の包装材料

としてプラスチッ

ク材料を使用 
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W10.8a 

(W10.8a) 貴社が販売/使用したプラスチックパッケージの循環性に関してお答えください。 

 循環性として報告

可能な割合 

説明してください 

使用したプラスチッ

クパッケージ 

なし 使用済みのプラスチックは、サーマルリサイクルの原料

として有効活用しております。 

W11.最終承認 

W-FI 

(W-FI) 補足したい場合は、本欄にあなたの組織の回答に関連すると考えられる追加情報や

背景事情を記入してください。この欄は任意で、採点されないことにご注意ください。 

 

W11.1 

(W11.1) 貴社の CDP水セキュリティ質問書に関する回答を最終承認した人物を具体的にお

答えください。 

 役職 職種 

行 1 社長 最高経営責任者(CEO) 

回答を提出 

どの言語で回答を提出しますか。 

日本語 

貴社回答がどのような形で CDPに扱われるべきかを確認してください 

 私は、私の回答がすべての回答要請をする関係者と共有され

ることを理解しています 

回答の利用

許可 

提出の選択肢を選んで

ください 

はい 公開 

[ウォーターアクションハブ]ウェブサイトのコンテンツをサポートするため、CDPがパシ

フィック・インスティチュートと連絡先情報を共有することに同意してください。 

いいえ 
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以下をご確認ください 

適用条件を読み、同意します 

 


